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焼成骨は天然の骨組織から得られた骨移植材料で､同種骨移植などにおいても免

疫反応を引き起こさず､さらに生体親和性や骨伝導性において優れた代用骨といわ

れている.焼成骨移植が他の移植材料に比較して優れているのは､移植後の血管形

成に優れているためと考えられた.本論文は､焼成骨移植後の微小血管腐食鋳型を

作成し､走査型電子顕微鏡を用いて血管新生について観察し､また血管新生を光学

顕微鏡と免疫組織化学的手法を用いて新鮮自家骨(コントロール)、さらに合成ﾋﾄﾞﾛ

キシアパタイト(HA)との比較を行ったものである．

実験方法はﾗｯﾄの頭頂骨に新鮮自家骨と焼成骨および合成ヒドロキシアパﾀｲﾄを

移植し､経時的に走査型電子顕微鏡と光学顕微鏡(ＨＥ染色､免疫染色)で観察し

た．

未杏麺電子顕微鏡所見では､焼成骨移植は形態的にも時間的にも新鮮自家骨移

植群に類似していた.しかし､ＨＡ移植では､移植後２１日目でもＨＡの気孔内に未熟

な新生血管が存在していた．

免疫組織化学的所見では､コントロールおよび焼成骨移植で､vascula｢endothelial



growth免ctor（VEGF)蛋白は移植後早期に出現し、transfbrminggrowth

fhctoﾄbeta-1(TGF-β-1)蛋白の出現とともに減少して血管は徐々に成熟した.ＨＡ移

植では､２１日目でもＶEGF蛋白は気孔の周囲に存在しており､内皮細胞の増殖と遊

走は継続していることを示していた.このように走査型電子顕微鏡所見と免疫組織化

学的所見は一致していた．

これらの結果から移植材料の構造は､移植後の新生骨形成や移植材料の結合に重

要な役割を持つ血管形成に影響を与えることが示唆され､焼成骨は新鮮自家骨と同

様に骨移植材料として優れていることが示された．

以上､本論文は骨移植における代用骨として焼成骨は非常に優れていることを示す

とともに､今後の代用骨の開発および再生医学に関し重要な知見を与えたものであ

り､この分野の研究の発展に大きく寄与するものと考えられる．

なお､各審査委員より本論文とその関係領域に関して試問が行われた結果､適切な

回答が得られた.以上より､本論文を学位論文に値するものと判定した．


